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研究成果の概要（和文）：本研究ではCOVID-19流行下において認知症高齢者と家族において生じた影響を明らか
にするため、調査票調査およびインタビュー調査を実施した。
調査票調査は全国の高齢者医療・介護施設を対象に3年間で合計3回に渡り実施し結果を縦断的に評価した。感染
予防の実施に伴う生活の変化によって社会的交流や運動の機会が減少し、認知症の人の病状に大きく影響が生じ
ていたことなどが明らかとなった。
インタビュー調査は認知症家族、介護支援専門員、高齢者医療介護施設スタッフを対象に実施した。感染に対す
る不安やその受け止め方に関するずれもみられたが、一方ケア従事者や家族に対する信頼の再確認などもみられ
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted questionnaire surveys and interviews to clarify 
the impact of the COVID-19 pandemic on older adults with dementia and their families. The 
questionnaire surveys were conducted nationwide on medical and long term care facilities three times
 over a span of three years, and the results were evaluated longitudinally. It was revealed that 
changes in daily life due to the implementation of infection prevention measures significantly 
affected the condition of people with dementia, as opportunities for social interaction and exercise
 decreased.

The interview survey was conducted on families of people with dementia, care managers, and staff at 
medical and long term care facilities. Although discrepancies were observed in anxiety about 
infection and perceptions of the situation, there was also a reaffirmation of trust in care workers 
and family members.

研究分野： 老年病学

キーワード： 新型コロナウイルス感染症　認知症　介護施設　要介護度
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、新型コロナウイルス感染症流行下では認知症の人やその家族が感染の有無にかかわらず大きな
影響を受けたこと、特に外出自粛や施設における面会制限などの感染予防の取組によって認知症症状の悪化や身
体機能の低下等の悪影響を受けていたこと、感染長期化によってこうした悪影響がより広範にみられることなど
が明らかとなった。この成果は感染対策をどのように緩和するかを検討する際の基礎データとして重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
COVID-19 では高齢者、特に 80 歳以上において死亡率が高いことが報告されている。本邦にお
いて 80 歳以上人口は約 1,154 万人と報告されているが、うち認知症者は約 4 割を占め、認知症
者における感染予防は重要な課題である。特に、高齢者介護施設では入居者の約 8 割が 80 歳以
上であるとされ、さらにそうした施設系サービス利用者の約 9 割が介護保険認定における認知
症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上（ほぼ認知症の状態に相当するとされている）であることから、
高齢者介護施設においては、とりわけ新型コロナウイルス感染症流行対策において、認知症高齢
者への対応が重要であると考えられる。 
しかし、認知症の人では、新型コロナウイルス感染症に対応していく上で多くの課題が考えられ
る。感染予防にあたっては３密の回避（密集、密接、密閉）やこまめな手洗いなどの新しい生活
様式の実践が必要であるとされているが、認知症の人では認知機能低下による情報やサービス
へのアクセスの困難さ、環境変化への適応の困難さから地域における感染状況を把握し、新しい
生活様式を実践することが困難である可能性が想定される。さらに、感染拡大下においては、外
出自粛や医療介護施設における面会制限などの感染予防のための取組が広く行われることとな
るが、それによって身体機能の低下や認知症症状の悪化などの悪影響が生じることが懸念され
る。認知症症状によって隔離などの必要な対応が困難であることが考えられる。 
これまで COVID-19 の対策としては感染予防に焦点をあてたものが主であり、感染予防の取組
による生活環境の変化が引き起こす悪影響やその悪影響の緩和という観点からの検討は不十分
であった。しかし、環境変化による悪影響が生じやすい認知症者においては、悪影響の緩和策も
含めた感染予防の取組が重要となってくる。そうした取組の検討にあたっては、COVID-19 流
行下において認知症者や家族、医療・介護施設、介護サービス事業所等に生じた変化や実施され
た取組を定性的、定量的に評価することが必要である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は COVID-19 流行下において高齢者、特に認知症高齢者とその家族において生じた影響
を明らかにし、感染拡大を予防するための支援について検討をすすめることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では 3年間にわたって以下の調査を実施した。 
① 全国調査： 
全国の高齢者医療・介護施設、介護支援専門員を対象として合計３回（第１回目：2020 年６月
１8日～7月 10 日、第２回目：2021 年 10 月 29 日～12 月 24 日、第３回目：2023 年 1 月 19 日～
2 月 24 日）に渡り、一般社団法人日本老年医学会と共同で調査を実施した。高齢者医療・介護
施設に対しては該当施設に入所中の認知症の人について、介護支援専門員に対しては回答者が
ケアプランを作成している認知症利用者およびその家族について回答するよう依頼した。いず
れの調査においても、関係団体（日本慢性期医療協会、全国⽼人保健施設協会、全国⽼人福祉施
設協議会、日本認知症グループホーム協会、全国介護付きホーム協会、日本介護支援専門員協会、
広島県介護支援専門員協会）に協力を依頼して、各関係団体の会員である施設または介護支援専
門員に対して自記式オンラインアンケート調査へのリンクを配布し、対象となる施設または介
護支援専門員に回答を依頼した。 
 
② インタビュー調査 
コロナ禍における認知症高齢者の実態をより詳細に調査するため、認知症家族介護支援専門員、
高齢者医療介護施設スタッフに対するインタビューを秋田大学と共同で実施した。インタビュ
ーは対面で、半構造化面接によって 2020 年 10 月から 2021 年 2 月にかけて行われた。対象者は
機縁法を用いてリクルートを行った。インタビュー結果は文字起こしを行い、テーマティック・
アナリシス法で解析した。 
 
４．研究成果 
 
① 全国調査 
第 1 回目調査は 945 施設、751 名の介護支援専門員、第 2回目調査では 686 施設、241 名の介護
支援専門員、第 3回目調査では 995 施設、436 名の介護支援専門員から回答を得た。いずれの調



査においても、回答した施設、介護支援専門員は全国 47 都道府県に分布していた。高齢者医療・
介護施設では、回答した施設類型として特別養護老人ホーム、認知症高齢者グループホームが多
数を占めていた。いずれの調査においても、回答した施設の半数以上において認知症入所者の割
合が 75％以上を占めていた。回答施設が新型コロナウイルス感染症によるクラスターを経験し
た割合は調査を経る毎に高くなり、第 3回調査では約 6割の施設がクラスターを体験していた。 
 
これら 3回の調査から以下が明らかとなった。 
1) 在宅認知症高齢者において、COVID-19 流行下において介護保険サービスの利用中断・縮小が

幅広く起こっていた。そうした場合、家族が急遽介護を担うケースが多く、経済的・身体的・
精神的介護負担が生じていた。また、こうした介護保険サービスの利用状況の変化によって
どのような影響が認知症の人の日常生活に生じたか尋ねたところ、体を動かす時間が減った、
他の方とふれあう時間が減った、との回答が特に多く寄せられた。影響はなかったとする回
答は 1割以下に留まっており、広範囲で影響が生じていたと考えられる。割合としては低い
ものの、服薬介助や管理が出来ず、薬がきちんと飲めなくなった、医療行為や医療的ケア（喀
痰吸引や胃瘻などの経管栄養）が受けられないことがあったなどの回答もみられた。 

2) 多くの医療・介護施設において、感染予防の取組として、外出制限や面会制限、施設へのボ
ランティア訪問の中止、訪問歯科や訪問美容の中止などの外部との交流制限を行う取組が幅
広く行われていた。さらに、一部の施設においては、施設内での催し物（子供の日など）や
集団・個別リハビリ、レク活動の縮小もしくは中断、食事や入浴の時間・提供場所の変更、
共用スペースの利用制限・利用方法の変更（対面を避けるなど）も行っていた。さらに、約
4割の施設においては、感染流行の波に関わらず長期的に感染予防対策としてこうした外部
との交流制限を実施していた。 

3) 医療・介護施設において COVID-19 によるクラスターが発生し、感染者に認知症の人が含ま
れていた場合、感染予防に協力が得られない、感染によって認知症症状や行動・心理症状の
悪化がみられた等の理由によって対応に苦慮していた。また、感染した認知症の人への対応
のため、一部の施設では身体拘束を行わざるを得ない状況が生じていた。 

4) 感染予防対策の結果生じた日常生活上の制限によって認知症高齢者の状態に変化が生じた
か尋ねたところ、第 1 波の後に実施した第 1 回調査では医療・介護施設 38.5%, ケアマネ
38.1%、第 5波の後に実施した第 2回調査ではそれぞれ 52.6%、56.8%、第 8波の後に実施さ
れた第 3 回調査では医療・介護施設の 69.5%、ケアマネの 56.9%で影響が生じたと回答して
おり、新型コロナウイルス感染症流行が長期化するにつれて感染予防対策の結果生じた日常
生活上の制限で悪影響が生じたと考える医療・介護施設、介護支援専門員の割合は高まって
いた。 

5) 感染予防対策の結果生じた日常生活上の制限で悪影響が生じたと回答した医療・介護施設、
介護支援専門員に対し、どのような影響が生じたか、軽度・中等度と重度認知症に分けて質
問したところ、多岐に渡る影響が回答として挙げられたが、特に基本的日常生活動作の低下、
認知機能の低下、行動心理症状の出現・悪化、興味・関心、意欲の低下、身体活動量の低下
などは高い割合でみられていた。第 3回調査においては、多くの項目において軽度・中等度
認知症よりも重度認知症に影響がみられた割合が高かったが、興味・関心、意欲の低下に関
しては認知症の重症度に関わらず幅広くみられている。 

なお、詳細な報告書は日本老年医学会および広島大学大学院医系科学研究科共生社会医学講座
のホームページ上にて公開した。 
 
② インタビュー調査 
4 名の認知症家族（広島大学 2 名、秋田大学 2名）、15 名の介護支援専門員（広島大学 3名、秋
田大学 12 名）、27 名の高齢者医療介護施設スタッフ（広島大学 4名、秋田大学 23 名）に対して
インタビューを実施した。 
インタビューから、認知症ケアに関わる様々な立場の介護者に対し COVID-19 が与えた影響につ
いて 22 のテーマが明らかになり、それらを 6つのカテゴリーに分類した。核心的なテーマは「ケ
アの優先順位の再認識」と「関係の再構築」だった。ケアの優先順位に関する意思決定プロセス
では、異なる立場の介護者の認識が一致したとき、「信頼の再確認」と「親密な関係の強化」が
肯定的な変化として現れた。また、COVID-19 に関する正確で適切な情報にアクセスし選択する
能力の違いや地域での感染拡大の程度が「COVID-19 パンデミック中の不安」と関連し、感染対
策に関する「認識のギャップ」を引き起こしていた。この結果は、感染症流行下や災害時の認知
症ケアのあり方検討に有用であると考えられる。 
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